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別添（視察・調査概要）

１ 調査事項：九州国立博物館の誘致活動と開館後の役割について

(1)概要説明（大野城心のふるさと館 館長）

九州国立博物館開館の７年前の 1999 年からＭｕｓｅｕｍ Ｋｙｕｓｈｕ

という機関誌の編集委員として、国立博物館の誘致に携わった。当時、国

と地元の費用負担割合を５：４：１とする話などは、スタート時点で間違

えると後々大変なことになると感じていた。その点、北海道のウポポイ―

―国立アイヌ民族博物館は、全て国の負担で造っており、本当はそのよう

な形がよかったと思う。

九州国立博物館の敷地は周りを緑に囲まれているため虫が多く、本当は

文化財の保存にとってはあまりいい環境ではない。

太宰府天満宮の社有地 14 万平米が寄贈された後に３万平米を福岡県が

購入している場所である。

文化庁が設置した３つの国立博物館は、もともとの帝室博物館――天皇

家と関わる物を展示していたところで、首都があった東京、京都、奈良に

のみ置かれた。

約 100 年の歴史があるが、その３つの国立博物館の弟分として当館は４

番目の国立博物館である。

21 世紀の博物館として、とにかく新しい博物館を造ることが課せられ

た使命だった。一番大きかったのが国と地域で造る博物館、これが九州国

立博物館の特徴である。大変なハードルであったが、今となっては大きな

特色となった。国と地域で造ると簡単に言うが、なかなかそう簡単ではな

い。

開館に向けてはとにかく物がなく、収蔵品がゼロからのスタートだった。

展示に当たって他の博物館等

から借り受ける場合、美術資

料だと１年間に２か月しか展

示できないため、1 年間展示を

維持するためには同じ物が６

つ必要となり、そういうこと

にとても頭を悩ませた。今も

いろいろなところからお借り

したりしながら、展示室を維

持している。

21 世紀の博物館として、一 【館長による説明】
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番大きいのは来館者サービスである。20 世紀の国立博物館は、展示ケー

スの中にお宝を置いて、見せてやるというような展示の仕方であった。国

立博物館は 2000 年頃に独立行政法人に変わったが、国立の機関が急に変

わることは難しく、設計は既に終わっていて、建物も昔ながらの運営方法

を予定したものであったため、例えばボランティアやサービスを行う部門

の人たちの部屋がないなど、本当に苦労した。

結論から言うと、県民や市民の皆さんが楽しむことができる博物館でな

ければ、生き残れない。自然史博物館はどうしても研究型になりがちだが、

サービスの部門がしっかりしていないと立ち行かないと思う。地元の人が

行かない博物館は意味がない。最初からそのくらいのつもりで、研究型と

観光型、地元の皆さんが喜ぶような県民サービス・市民サービス、そうい

う３つのバランスが取れるようなことを、常に念頭に置いたほうがよい。

国立博物館の誘致の経緯については、まず明治時代に、ヨーロッパで列

強が帝国主義的にいろいろな植民地からたくさんの物を持ち込み、それを

一般の人たちに見せて力を誇示することがはやり始めていた。日本におい

てもウィーン万博への出品のために事前に開催したのが湯島聖堂の博覧会

であり、それが常設になったのが国立博物館である。

そのような時期の明治６年に、かつて九州を統括していた役所が存在し、

対外交流の窓口及び本土防衛の拠点であった太宰府の昔日の繁栄をもう一

度よみがえらせようとのことで、太宰府天満宮で博覧会が開催された。こ

れが大評判になり翌年、翌々年と連続開催され、それを機に鎮西博物館構

想が生まれ、明治 26 年に福岡県及び内務大臣に上申されたが日清戦争勃

発により計画中止となった。

次の大きな動きとしては、福岡日々新聞――後の西日本新聞社が、美術

界で著名な岡倉天心にインタビューし、鎮守博物館の必要性を説くという

記事を載せたことにより、議論が本格化し、衆議院で九州博物館設置に関

する建議案が可決され、かなり動きがまとまったが、昭和２年の時代背景

もあってか建設に至らなかった。

また、昭和 22 年に長崎市が文部大臣に市立博物館を国立博物館にして

ほしいという請願を行い、文部省も予算計上したが、長崎市が当面は原爆

で被災した場所の復興が大事だということで、計画自体を返上してしまっ

た。長崎が不調に終わったことを受けて、福岡県が名のりを上げ、県議会

が帝室博物館分館の福岡への誘致を可決したが、これも不調に終わること

になった。

再度、動き出したのは昭和 41 年に明治維新百年記念準備会が設置され、
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新しい国立博物館を造る方針が出たことで、福岡と奈良が手を挙げた。こ

のときは行政も動き、福岡県教育委員会社会教育課の中で国立博物館設置

期成会という誘致のための団体をつくり、官民一体で動いたが、結果とし

て成田空港対策により、千葉県佐倉市に内定した。

国立博物館設置期成会ができたことにより、運動自体はそのまま継続し、

太宰府天満宮が建設用地を正式に寄附したことで、県としては何とかやら

ねばということになり、県立の歴史資料館ができた。

その後、官民一体となって博物館等建設推進九州会議ができた。この九

州会議は、国が国立の文化施設を整理するということを受けて、西日本新

聞社が母体となり、七社会と呼ばれる九州の名立たる会社の参画により発

足した。その中でも西日本新聞社の役割が大きく、あしたにでもできるよ

うな感じで、ほぼ毎日のように九州国立博物館の記事を載せた。

また、その九州会議で運動の広がりを形にし、継続するための広報誌と

してＭｕｓｅｕｍ Ｋｙｕｓｈｕを発刊したことにより、どんな博物館を

造るのか、どういう姿になるのかが少しずつ形になっていった。

これはとても大事なことで、ただパンフレットに意気込みだけを書いて、

観光のために、地域振興のためにと言っても国は動かない。具体的に何を

したいのかをまとめていく必要があり、このＭｕｓｅｕｍ Ｋｙｕｓｈｕ

が、大変大きな役割を果たした。

1988 年には官民で九州国立博物館誘致推進本部という団体がつくられ

た。行政体が団体に補助金を出して、動きやすい組織をつくり、官民一体

で本格的に動きが始まった。

一番大きかったのが、国会議員の中で九州国立博物館を支援する議員連

盟ができて、かなり大きな動きになっていったことである。九州沖縄地区

の全ての国会議員が超党派でこの議連に入ったことでバックアップとな

り、1996 年、ついに太宰府に設

置が決定した。

県議会の動きとしては、昭和

63 年に福岡県議会が国立博物館

誘致対策調査特別委員会を設置

した。その３年後には、この特

別委員会委員が九州各県議会に

行って協力要請をした。

議会が本格的に動き始めたこ

とは大変大きく、各県の協力を 【説明を受ける】
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取り付けることは、行政ではなかなかできない仕事であり、これがバック

アップになった。

なぜ明治からずっと要請を繰り返しても、なかなか実現しなかったのか

というと、結局、国にとっては必要ではなかったということである。公立

博物館があるのだから、別に国としては造る必要はないというのが基本姿

勢で、学者が言っているだけだと、このようものは九州で造ったらよいで

はないかという言い方である。

国立博物館を造るに当たって、一番大事なことは国民の盛り上がりであ

る。それがなければ政治家も造る必要はないということになる。九州国立

博物館ができた要因は、やはり盛り上がりがあったということである。ま

た、組織的に行われるような官民の団体ができていたこと。さらに国に対

して官民それぞれが説得をしていて、財務省には地元負担とかいろいろな

ことを約束をしていったということである。そして設置理念や、国がなぜ

必要とするかも含めて、全てペーパーを用意した。

もう一つの要因としては、設置場所が太宰府であったことが大きい。こ

れがもしも福岡市であったならば、恐らくどの県も賛成しなかったと思わ

れるが、太宰府なら仕方がない、アジア文明、アジアとの交流の博物館と

いうコンセプトからも、やはり太宰府であろうということがあった。

また、諦めずにずっと運動が継続していたこと、継続した運動を目に見

えるようにすることが大事である。特にＭｕｓｅｕｍ Ｋｙｕｓｈｕとい

う機関紙が、運動を目に見える形にすることで大きな役割を果たした。

地元がとにかく動いたことも特筆される。青年会議所が新聞に全面広告

を出したり、市民団体の九州国立博物館を誘致する会が 100 円募金で車用

ステッカーを配布した。

開館に係る費用については、総額 250 億円のうち、国と県と民間で５対

４対１の費用負担となり、募金活動により、約 41 億円の寄附が集まった。

今でもその募金を基にした活動が行われている。

機関誌Ｍｕｓｅｕｍ Ｋｙｕｓｈｕは、歴史だけでなく自然史やアジア

の地域史博物館など、様々な特集を年に３回から４回出していった。九州

大学の教授や博物館の学芸員が、毎月１回集まっていろいろな企画やテー

マを考える。こういう組織があったから、国から博物館の骨格を示してほ

しいと言われたときにも、この編集委員会で検討すればよかった。中身に

ついての相談ができる場所があり、講演やボランティア団体との交流もで

きる。この編集委員会がそういう役割を果たしたことは大変大きかった。

国立博物館ができて一番よかったことは、地元との関係が非常に良くな
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ったことである。地元の誇りになったということが一番大きい。それを支

える人がいることで、地元も盛り上がる。特に小中学生など、とにかく地

元を大事にすることが、博物館で花開いた。

(2)質疑応答

Ｑ 国を納得させる設置理念を、編集委員会や専門家がつくったとのことで

あるが、沖縄において設置理念をつくり上げていくには、どうするべきか。

また、収蔵品の収集やその原資をどうするべきか。

Ａ 設置理念は、観光や地域の発展など考えられることはいろいろある。沖

縄の地の利などは、学者の皆さんが種の保存だとか、環境の問題とか、い

ろいろなことを考えてくれると思うが、県民の誇りになるような施設が必

要だということである。

理念を国が納得するかについてはいろいろあるが、何がどう動くか分か

らない。国はいつ動くか、どんな風が吹くかは分からないので、常に準備

をしておく必要がある。官僚、政治家の物差しに合わせない限りは誰も納

得してくれない。国の中に架け橋になるような行政の人を研修生として置

いておくなどして、国の物差しを早く知るようにすることもテクニックと

しては必要になる。大きな流れが来て、政治の中で決定することがあるが、

問題はそのときに動けないと全部御破算になる。

収蔵品については、少しずつ集めていけばよい。九州国立博物館も年間

で５億円ぐらい購入している。借用したり、各大学や、研究所などいろい

ろなところの協力を得ながら、少しずつみんなで集める。その分野の人間

が入ってくれば大丈夫だろうと思う。

Ｑ 建設費の負担割合につい

て、国が５割、県が４割、

民が１割とのことであるが、

他の博物館も同様か。維持

管理費は自分たちで見てい

るのか。

Ａ そのような形が増えてき

ているが、北海道の国立ア

イヌ民族博物館の場合は恐

らく全額国費だと思う。福

岡の場合は、何か取引する 【質疑応答】
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ような材料もなく、とにかく設置してほしいということであったので、そ

れならば何か地元も出せるものがあるのかというのが当時の財務省の言い

方であった。それで地元も５割、国が５割でおおむね了解され、地元の５

割のうちの４割が県で１割が民間となった。

バブル当時の構想では、民間が 100 億を集めればその利子で運営費はほ

ぼ賄えるという考え方があったがバブル崩壊後はそれはなくなった。

Ｑ 九州会議の発足が、大きな転機だと思うがどうか。

Ａ 誘致に当たっての勝利の方程式がある。それは運動体――文化人、経済

人、学者も含めて、それが１つの回路として、運動体が動き始め、いろい

ろなシンポジウムや誘致活動をする。そうすると市民が動き始め、市民が

動き始めると政治家が動く。政治家が動いたら役人が動かざるを得ない。

周りの市民を巻き込んだところの広がりが一番大事である。

Ｑ 沖縄では日本学術会議の提言があり、誘致活動が起こっていることから、

アドバンテージは非常に大きい。沖縄も学術会議の提言を踏まえ、九州も

巻き込んで、日本全体が沖縄に造るべきという機運を盛り上げる必要性を

感じたがどうか。

Ａ そのとおりである。Ｍｕｓｅｕｍ Ｋｙｕｓｈｕを、関連するほとんど

の文系大学に送っていた。学会に行くと、ほぼ全国の学者が国立博物館の

誘致の動きを知っていた。文化人についてもＭｕｓｅｕｍ Ｋｙｕｓｈｕ

に寄稿することで、一般の人向けに配布されるということで、大変信頼を

得たことも大きかった。

県議会についても、九州各県を行脚して了解を取りつけたことで九州各

県の議会も知るようになったことも大きい。ぜひ議会が先頭に立っていた

だきたい。

Ｑ Ｍｕｓｅｕｍ Ｋｙｕｓｈｕの発行部数はどのぐらいか。

Ａ 千の単位で、とにかく全国の大学、研究機関、文化施設、博物館に配布

された。一般の人には新聞社で販売していた。発刊の際は必ず新聞に記事

が出ていた。一般向けというよりは、文化人、学者向けの機関誌といった

感じである。病院等にもかなり配布しており、ものすごくお金がかかった。

Ｑ 沖縄で気になるのは民間、県民の盛り上がりがこれからであること。そ

れが一番大きな鍵を握ると思うが、どのように九州全体を盛り上げていっ
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たのか。

Ａ 西日本新聞社の役割が大きかった。何かあると国立博物館の動きをすぐ

載せた。西日本新聞の購読者はあしたにでも国立博物館ができるのではな

いかと思うような形であった。

取り上げられるには、いろいろなイベントをやるしかない。講演会やシ

ンポジウムが広報されていることで、新聞、テレビで一般県民が知ること

になる。市民の盛り上がりの中で、例えば５円のシールとか寄附を含めて、

地味であるがそういう盛り上がりがあると違ってくる。

Ｑ 九州国立博物館の誘致については、明治のころから百何十年という歴史

が背景にあるが、沖縄の自然史博物館の誘致については 10 年計画でとい

う考えがある。九州の例と比べると無謀とも思えるような計画であるが、

このスケジュールはどう受け止めているか。

Ａ 九州国立博物館の一番根本にあったのは太宰府天満宮であり、宮司の熱

意がずっとつながってきたことが大きい。100 年というが、その時々で変

わっていくので、10 年 20 年スパンでいいと思う。

始めるときはいつまでになるか分からない。Ｍｕｓｅｕｍ Ｋｙｕｓｈｕ

の編集委員会で関わっていたときは、できるとは思っていなかった。

いつ風が吹くか分からないから、常に備えておくということであり、運

動は無駄にはならない。今始めて、10 年後か、100 年後になるのか分から

ないが必ず実を結ぶと思う。

【質疑応答】 【館内視察】
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２ 調査事項：九州国立博物館について

(1)概要説明（九州国立博物館副館長兼福岡県立アジア文化交流センター所長）

九州国立博物館は、平成 17 年 10 月に開館し、開館の翌年には「うる

ま ちゅら島 琉球」そして７月には「南の貝のものがたり」という沖

縄県の歴史や文化を紹介した特別展を連続して開催した。昨年の夏には

沖縄県の皆様とともに沖縄復帰 50 年記念特別展を開催したところであ

る。

九州国立博物館の誘致については、２回大きな節目があった。

まず、昭和 46 年３月の国立九州博物館設置期成会の発足である。この

ときは明治百年記念事業で国立の民族博物館を造ろうということを国が

表明し、太宰府が手を挙げたときに県が受皿として九州歴史資料館を造

った。あわせて太宰府天満宮が隣接する 14 ヘクタールの土地を寄贈した。

次に、昭和 55 年に博物館等建設推進九州会議が発足して、県議会にも

国立博物館の特別委員会がつくられることになった。

そういう中で、国が専門の調査委員会をつくることになったが、地元

でも太宰府市に誘致をしようという取組をしていく中で、平成８年に設

置候補地の決定につながったというのが大きな流れである。

施設の概要について、建物敷地面積が約 16 ヘクタール、延床面積が約

３万平米、建物の大きさが 160 メートル掛ける 85 メートルで、３つの免

震構造を組み合わせて地震の揺れを逃がしている。その免震層の上に収

蔵庫、３階、４階に展示スペースを配置している。

特徴としてはガラス張りであること。ガラスは紫外線を通し、結露が

あるため博物館にはあまり使われないが、当館はガラスとガラスの間に

1.5 メートルの間隔を設けて二重ガラスにして結露と紫外線を防いでい

る。周りの山々の風景がガラスに映ることで、自然に溶け込むような建

物にしている。

組織について、非常にユニークな運営形態として、独立行政法人国立

文化財機構と県が連携協力して事業運営をしている。国立文化財機構は、

東京、奈良、京都の国立博物館などを所管する行政法人である。総務部

門、展示部門、文化財の保存や修復は国が所管している。県は、広報部

門、展示部門、交流部門、教育普及活動、ボランティア、他の博物館と

の連携や国際交流という、地元が所管したほうが効率的なものについて

は県が所管している。非常に高度な専門性が求められるものは国が所管

し、展示、企画は一緒にやるというような組織である。

入場者数については、コロナ禍で大変少なくなり、令和４年度は 53 万



- 9 -
R5.05.30 ～ 05.31

土木環境委員会視察調査報告書

5000 人で、コロナ禍前の６割ぐらいである。多い年は、年間 100 万人近

く入っていた。

展示について、文化交流館は５つのテーマで常設の展示をしている。

展示面積が 3900 平米で高さが７メートルの展示室になっている。

特別展は年４回行っており、去年は「琉球」を開催させていただいた。

教育普及活動については、バックヤードツアーや、きゅーはく号とい

う車に展示物を積んでアウトリーチで展示する活動、１階のあじっぱは

子供たちの体験学習を行うなどのいろいろな取組をしている。

国際交流について、当館はアジアとの交流をテーマとする博物館であ

り、アジアの博物館等と学術文化交流協定を締結して、学芸員の交流や、

共同での調査・研究、展示物の貸し借りなどを行っている。

保存修復については、Ｘ線スキャンによる文化財調査や、補修用の紙

を作ったり、古文書、書籍、典籍、絵画、彫刻、考古、漆工の修復を６

つの文化財保存修復施設で行っている。

地域との連携については、太宰府天満宮や、地元の市町村、博物館等

と連携して、様々な事業、イベント等も行っている。また、今 248 名の

ボランティアがいる。任期は３年で 1 回だけ延長でき、通算６年間で次

に交代していくというシステムになっている。

(2)質疑応答

Ｑ 組織について、研究している方や学芸員はどこに属しているか。

Ａ 国の学芸員が所属しているのは企画課、博物館科学課、文化財課になる。

県の学芸員は展示課と交流課に配置している。

【副館長による説明】 【説明を受ける】
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Ｑ 国、県の役割分担について、これだけの博物館を運営していくためには

相当な予算がかかると思うが、これは国も県も負担をしているということ

か。博物館の維持管理経費はどれぐらいか。

Ａ この建物の建設費用は 227 億円かかっており、そのうちの半分を国が負

担して、４割を県が負担し、残りの１割は、誘致の際に経済界がつくった

財団が 45 億円の寄附を集めた中から 25 億円をいただいた。トータルする

と、国が５、県が４、財団が１で建設をして、博物館運営に要する経費に

ついても、国が６、県が４ぐらいの負担となっている。維持管理経費は年

度によって異なるがおおむね年間 20 億程度である。

Ｑ 国立博物館ができて九州の方々の意識は変わったか。

Ａ 地元は博物館を盛り上げていこうということで、意識が変わっているが、

九州全体で見れば国立博物館が太宰府にあるいうことをまだ知らない方も

結構いる。太宰府にあるということをいろいろな形で、特に九州の皆さん

に伝えていきたい。去年は種子島の特別展などを行った。九州のいろいろ

なところに、この場所でＰＲしませんかという声かけをしている。

Ｑ 展示品の移動はどのように行っているか。全国６か所から移動して展示

しているのか。

Ａ 常設展と特別展示があるが、特別展によっていろいろな美術館・博物館

から借りてきて、移動する形になる。また、お寺や個人が所有するものも

結構ある。そういうものはそれぞれ専門の業者のトラックに学芸員が同乗

して、それを借りて展示し、展示期間が終わったらまた同様に学芸員が同

乗してお返しに行く。もちろん、積み込むときとお返しするときは、どこ

か痛んでいないかなどを確認する。

Ｑ 九州国立博物館を愛する会は、博物館設立に当たって非常に重要な役割

をして、なおかつ現在もその団体がバックアップしているということだが、

博物館の特色であるボランティア活動と関係しているのか。または企業か

らのボランティアもあるのか。

Ａ ボランティアについては、基本的には募集・選考して毎年 200 名ぐらい

の方が新しく入ってくる。３年経過後に意思確認し、継続希望の方はもう

３年できるということで今第５期と第６期のボランティアが活動してい

る。

九州国立博物館を愛する会については、もともとこの博物館を誘致する
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ときに地元としてもいろいろな形で博物館の誘致に力を貸したいというこ

とで、最初は誘致をする会という名前であった。それが支援する会になり、

今は愛する会という名前になっているが、その当時の皆さんがずっと継続

して、博物館のいろいろな事業をサポートしていただいている。例えば花

のプランターを置いてもらったり、子供のイベントなどの取組を毎年行っ

ている。

Ｑ 子供と高齢者を無料にしていることはすばらしいと思うが、経営的には

どうか。

Ａ 博物館については高校生以下は無料になっている。入館料としては今は

700 円だが、料金収入だけで運営できる状況ではない。

博物館がどうあるべきかとも関連するが、博物館があることで観光や、

雇用などの経済効果もあるということで外国の博物館は入場料が無料のと

ころも多い。

Ｑ 博物館の設置に当たり、こういうことはやらないほうがいいということ

があるか。

Ａ たくさんあるが、お客様の声で多いのは駐車場が遠いとか、駐車場から

歩いてくるのは暑いという声を多くいただく。

駐車場が離れており、ぬれずに移動できるようにしておけばよかったが、

今となってはどうしようもない。細かいところでもいろいろある。

【質疑応答】【質疑応答】
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３ 調査事項：国立沖縄自然史博物館の設立構想について

(1)概要説明（北九州市立自然史・歴史博物館 館長）

当館は北九州市が造った市立の博物館であり、昨年 20 周年を迎えた。

開館時はバブルで予算があった時期で、市も頑張って大きなものを造った。

もともと自然史、考古、歴史の小さな博物館があり、その３つを統合した

ものである。

入館者は年間 50 万人程度である。メインターゲットは地元の子供たち

で、リピーターも多い。修学旅行は県外が多く、九州から広島ぐらいまで

の団体が来場する。また、小中学校のカリキュラムの中で見学に来るとこ

とも多い。

この場所は駅が近く、バスも便利であり、そういう利便性は必要である。

車でしか来られないという博物館が全国に結構あるが、そうすると子供が

自分たちだけで行くことができない。親と来るとなると土日しか来られな

い。

しかし当館は駅が近いため、中学生ぐらいだと自分たちだけで来ること

ができる。また近くに環境ミュージアムがある。以前はそこにスペースワ

ールドという遊園地があった。今はそこにスペースラボという科学館があ

り、大型ショッピングモールもあるなど、家族向けのいろいろな施設が集

中しているのがメリットである。

一方で周りにあまり自然がないため観察体験ができないという点はある

が、やはり交通の便がいいのは絶対的である。沖縄においても観光の方は

レンタカーがあるが、地元の子供たちが気軽に行けるいうことであれば、

交通が便利なところがよいと思う。沖縄県立博物館・美術館も便利なとこ

ろにあるように、誰でも行けるというのは大事である。

また、当館は海外からのお客さんが結構多い。ＪＩＣＡの事務所が近く

にあることや、やはり北部九州は韓国と近く直接定期船も来ているため、

韓国からのお客さんがかなり多い。沖縄は台湾や中国、欧米の方たちも含

めてもっと多いと思われるので、英語表示の充実は必須である。

国立沖縄自然史博物館の設立構想については、最初は日本学術会議から

スタートしているが、東日本大震災があり国のお金の流れが変わって止ま

るなど、途中でいろいろなことが起こるたびに困っている。

東日本大震災が起こったときには標本が駄目になってしまった。沖縄は

災害が少なくあまり地震も洪水もないことから、そういう意味では沖縄の

地に標本を置く場所を造るというのはリスク管理の上でもよいと思ってい

る。
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学術会議はいろいろなことを続けてきており、シンポジウムの実施や、

冊子も定期的に出している。学会の場など様々なところでシンポジウムを

やっており、直近では５月末に沖縄生物学会でシンポジウムをした。

シンポジウムで出ていた意見は、やはり石垣の人たちは石垣に造りたい、

ヤンバルも誘致したいというのがあって、石垣が自分たちでシンポジウム

をしたり今強烈に誘致の活動をされている。

ただ沖縄の場合にはいろいろな島がそれぞれに面白いので、どこかにメ

インのところを造るとしても、ブランチをそれぞれに造ってうまく連動す

るような形を私たちも考えている。石垣をメインにするとやはり観光など

にはよいが、子供たちの教育などに使う部分では少し不便なところができ

てしまうかもしれない。ただし、候補の１つではあり、場所のことはこれ

からになると思う。

去年は、沖縄こどもの国で子供たちにこの話をする場があり、子供から

は大きな恐竜はあるかとか、どのくらいの標本を集めるのかなど、できる

前提で具体的な話をされていて子供さんもうれしそうであった。

沖縄県内で恐竜が見られるところは観光施設では存在するが、ちゃんと

した骨格標本が県立博物館や琉大の博物館にもないので、子供たちは恐竜

が見たいのだなと思っている。

人材の問題について、当館は自然史の学芸員が 11 名、歴史系が８名い

る。いろいろな分野の人がいるということが結構重要なことであり、やは

り人が必要になる。国立自然史博物館では 100 名ほど必要ではないかと考

えている。いかにいい人材を集めるかということで、当館は学芸員のほか

にＭＴ―ミュージアムティーチャーと呼ばれる現役の教師と退職された

元校長の方が３名いる。現場のカリキュラムとの整合性や、子供の団体が

来たときの対応、出前授業での学校現場のニーズを把握する上で、このよ

うなスタッフは確実にいたほうが

よい。

標本はたまっていく一方なので

実は展示スペースと同じぐらいの

スペースで収蔵庫がある。

沖縄で今残念なのは、沖縄はす

ごく希少な生き物がたくさんいる

が、戦争で焼けてしまったことか

ら、県立博物館の自然史部門につ

いては標本を維持する体制がまだ
【館長の説明】
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不十分で、標本が県外に出ている。

琉大の先生が退職する際に、国立科学博物館などに寄贈するなど、県外

に出ているケースもあるので、それをちゃんと沖縄の中で維持できるとす

ごい財産となる。これだけの希少種がいるので、標本の収蔵庫もきちんと

造っていきたいという夢はあるが、それが実現するかどうかというところ

である。推進している側の課題としては、とにかくまだ県民でも知らない

方がほとんどであり、まして県外の方はそういう動きがあることを知らな

い。できるだけいろいろなところで宣伝をしようということで、学会の場

でシンポジウムをしたり、子供向けや一般向け、あるいは経済界の方向け

に宣伝や周知を図る活動をしているところである。

(2)質疑応答

Ｑ なぜ今自然史博物館なのか、なぜ沖縄なのかということを根本的に理解

した上で、進めなければいけないと思うが、専門家の立場から見解をいた

だきたい。

Ａ 住んでいると沖縄のすばらしさが分からないかもしれないが、東洋のガ

ラパゴスと言われ世界自然遺産にもなるすごい場所である。今ある自然を

記録をしていく上で標本を維持するとか、それを研究するという場が現地

に必要になる。今はＯＩＳＴと琉大があるが、標本を管理したり、子供向

けに何かをするということはなかなか難しい上に観光の方たちに説明する

のもやりにくい。しかしその場が必要なので、やはり沖縄に自然史博物館

が必要となる。

なぜ国立なのかと言うと、やはり規模をある程度大きく造らないと、あ

の自然をちゃんと記録して保存していくことができない。自然史博物館が

できると標本も残るし、研究も進む、教育の上でも役立つ、もちろん観光

資源にもなる。そういう場所として陸続きでもなく、かつ、日本で珍しい

自然が残っている。やはり沖縄なんだと思う。最初のころは学術会議も幾

つか候補があったようであるが、やはり沖縄となっている。沖縄は災害が

少ないこともあり、危険分散という意味でもよいと言われている。

Ｑ 沖縄が世界自然遺産に登録されたという意味では、ヤンバルや西表は肌

で感じる場所であるが、適切な場所という意味では交通の便が一番優先さ

れるのか。

Ａ メインの建物が便利なところにあり、各島にその出先があるほうが運営

しやすいと思う。あと観光客の方とか県民の方が来やすいところがよい。
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展示施設やブランチはいろいろなところに造って、石垣の子供らはそこ

で勉強できるとか、ヤンバルは特に観光で来られる方も多いのでそういう

方たちが勉強できる場という形。今までの日本の博物館と違って大きなも

のから枝葉が出たような形のもの、違うタイプのものを造るべきだと考え

る。

Ｑ 子供たちが恐竜以外のものにも興味を持ってもらうため、標本を集める

ことは大事であると思うが、その集め方や手法はあるか。

Ａ 琉大の先生方は研究のためいろいろな標本を集めているが、退職すると

きに博物館ができればそこに置く。あるいは今外に出ているものを取り戻

す。港川人のことでもいろいろあったが、そういうものを沖縄にもう一度

戻してもらうというようなことはできると思う。

希少種などは環境省が生物多様性センターにたくさん標本を持っている

が、それは沖縄に受入先がないから持っているだけで、そういうものを戻

してもらうことはできると思う。

Ｑ 沖縄に国立として設置をすると、標本や展示物の多くを県外から沖縄に

集めることになるが、交通の便などを踏まえて標本を沖縄に集める意義に

ついてどう考えているのか。

Ａ 基本的に沖縄は特殊な場所なので、沖縄の標本が沖縄にあるということ

のほうが、県民にとっても、研究者にとっても便利である。

今いろいろな標本の輸送が難しくなっており、本当に沖縄で集めた珍し

いものはその場で保管することが研究者にとっては便利であり、かつ、沖

縄の財産になると思う。

また、標本を保存していくことと、外から集められるのかという点で、

私たちの活動の中でも抜け落ちているのが、今ある博物館との連携の部分

である。本当は今ある大きな博物

館 10 か所ぐらいときちんと連携し

ないと博物館の運営ができない。

ほとんどの博物館はこの活動がど

こまで進んで、沖縄県がどう思っ

ているかが分からないので、そこ

の連携が取れれば標本の件はうま

くいくと思う。

【質疑応答】
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Ｑ 日本の標本を全て沖縄に集めるという考え方はあるのか。

Ａ 東京は災害が多いため、博物館関係者は危険分散したいという考えをす

ごく持っている。そういう意味では国立が１つではなくて幾つかあって、

ちゃんとそれぞれのところで収集する形がよい。ただ沖縄については、や

はり特殊な場所であるため、沖縄の標本は少なくともちゃんと集めてほし

いということは多くの関係者が考えている。

以上

【質疑応答】

【福岡空港にて】【館内展示】

【館内視察】


